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記者発表資料                   令和２年７月８日 

大阪経済記者クラブ会員各位 

 

｢企業の事業活動実態に関する緊急調査｣アンケート結果について 
 

 

 

 

 

 調査概要  

◆調査目的：生産・売上高、受注・販売動向、在庫の見通しや、設備投資、雇用の動向など、

経済活動再開後の企業の事業活動の実態について把握し、今後の要望建議等の

基礎データとするため。 

◆調査期間：令和２年６月１５日（月） ～ ６月３０日（火） 
◆調査方法：調査票の発送・回収ともにファクシミリ 

◆調査対象：大阪商工会議所会員の２，０９７社 

◆有効回答数（回答率）：３５４社（１６．９％） 

【お問合先】 

 大阪商工会議所 総務企画部 

 企画広報室（富田・西田） 

ＴＥＬ：０６－６９４４－６３０４ 

【Ⅰ．生産・売上高、受注・販売動向、在庫の見通しについて】 

（１）生産・売上高について：４～６月期は大幅なマイナス、中小企業の回復は緩慢 

 ̧ ４～６月期の生産・売上高ＢＳＩ（「増加」回答割合－「減少」回答割合）は、ＢＳＩ値▲６５．

７（「増加」６．３％、「減少」７２．０％）の大幅なマイナス。 

 ̧ 資本金３億円以下の中小企業は１～３月期までＢＳＩ値▲１５．３。２桁のマイナスが継続。 

（２）受注・販売動向について：４～６月期は大幅なマイナス、中小企業の回復は緩慢 

 ̧ ４～６月期の受注・販売ＢＳＩは、ＢＳＩ値▲６４．１（「増加」７．１％、「減少」７１．２％）

の大幅なマイナス。 

 ̧ 生産・売上高ＢＳＩ同様、資本金３億円以下の中小企業は１～３月期までＢＳＩ値▲１６．７と

２桁のマイナスが続く見込み。 

（３）在庫見通し：「過剰」超過が続く 

 ̧ ４～６月期の在庫は３割台半ば（３６．２％）の企業が「過剰」と回答。ＢＳＩ値は２８．８と

在庫過剰の状況。１～３月期まで引き続き在庫過剰局面が続く見通し。 

 ̧ 在庫が過剰となる理由は「取引先の休業・営業自粛等による販売機会の喪失」が６割強（６２．

８％）で最多。次いで「取引先の今後の生産・販売方針等が不明瞭」（３９．４％）、「取引先か

らの納品見合わせ要請」（３３．０％）など。 

【Ⅱ．設備投資について】 

（１）設備投資計画：４割弱が実施予定 

 ̧ 「実施予定」が４割弱（３８．７％）、「実施予定だったが中止する」の企業が約１割（９．３％）。 

 ̧ 資本金３億円超の大企業は「実施予定」が８割を超える（８１．８％）一方、資本金３億円以下

の中小企業では「そもそも実施する予定はない」が３割台半ば（３５．８％）、「実施予定だった

が中止する」が約１割（１０．３％）。 

（２）設備投資を実施する目的について 

 ̧ 「（老朽）設備の更新（または代替）」が５割超（５１．１％）。「設備の維持・補修」（４３．１％）、

「生産性向上・省力化」（４１．６％）、「増産・販売力増強（国内向け）」（２９．９％）が続く。 



 

- 2 - 

 

 

＜調査結果＞ 

Ⅰ．生産・売上高、受注・販売動向、在庫の見通しについて 

１．生産・売上高について 【表１－１／単数回答】 

～マイナス幅は縮小するものの、来年１～３月期までマイナス圏で推移 

○ ４～６月期の生産・売上高ＢＳＩ（「増加」回答割合－「減少」回答割合）は、ＢＳＩ

値▲６５．７（「増加」６．３％、「減少」７２．０％）と大幅なマイナス。先行き７～

９月期がＢＳＩ値▲３０．５、１０～１２月期がＢＳＩ値▲１０．７、来年１～３月期

のＢＳＩ値▲１３．４となり、マイナス幅は縮小するものの、少なくとも今年度末（来

年３月末）まで生産・売上高は減少と見込む企業が多い。 

○ 規模別では、資本金３億円超の大企業が７～９月期にＢＳＩ値１６．７とプラスに転換

するものの、資本金３億円以下の中小企業は１～３月期まで２桁のマイナスが続く見通

し。 

○ 業種別では、製造業、非製造業とも１～３月期までＢＳＩ値はマイナスを見込むが、製

造業は非製造業に比べ、回復が緩慢な見通し。 

（３）設備投資計画の修正について 

 ̧ 「今年度当初の計画通り実施する」が６割台半ば（６６．４％）、「今年度当初の計画を見直し、

増額して実施する」が約１割（１０．２％）、「今年度当初の計画を見直し、減額して実施する」

が２割弱（１８．２％）。 

 ̧ 資本金３億円超の大企業では「今年度当初の計画を見直し、減額して実施する」が２割超（２２．

２％）。 

（４）設備投資計画を減額する理由について 

 ̧ 「国内外の景気の先行き不透明感の高まり」が６割台後半（６８．０％）で最多。続いて「当面

の資金確保」（４４．０％）、「国内での自社商品・サービス需要の減少」（３２．０％）。 

 ̧ 資本金３億円以下の中小企業では「当面の資金確保」（４７．４％）の割合が高い。とりわけ、

資本金１千万円以下では６割台半ば（６６．７％）が「当面の資金確保」と回答。 

【Ⅲ．雇用について】 

（１）従業員の過不足状況について 

正社員：４～６月期の雇用ＢＳＩはＢＳＩ値１２．４と「過剰」超過。先行き１～３月期（ＢＳＩ

値▲３．５）には「不足」超過に転じる見込み。 

パート・アルバイト：４～６月期ＢＳＩ値１７．９、先行き７～９月期ＢＳＩ値１３．１、１０～

１２月期ＢＳＩ値７．１、１～３月期ＢＳＩ値２．７と「過剰」超過局面が

続く見通し。 

（２）来年度（２０２１年度）の正社員の採用計画について 

 新卒採用：「採用予定なし」が４割台半ば（４４．６％）で最多。「今年度と同数程度」（２２．６％）、

「未定」（２０．１％）が続く。資本金３億円以下の中小企業では、「採用予定なし」が

５割弱（４８．９％）で最多。一方、資本金３億円超の大企業では、「今年度と同数程

度」が５割台後半（５７．６％）で最多。 

 中途採用：「未定」が３割台半ば（３４．２％）で最多。「採用予定なし」（２８．８％）、「今年度

と同数程度」（２２．９％）が続く。資本金３億円以下の中小企業では「未定」（３３．

３％）が最多。資本金３億円超の大企業では、「今年度と同数程度」（４２．４％）と「未

定」（４２．４％）が拮抗。 
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（参考）生産・売上高ＢＳＩの推移（前期比） 

  
4 6  7 9  10 12  1 3  

   BSI    BSI    BSI    BSI 

 6.3  21.7  72.0  -65.7  17.6  34.3  48.1  -30.5  21.1  47.0  31.8  -10.7  16.1  54.3  29.6  -13.4  

 6.9  21.3  71.8  -64.9  16.1  32.8  51.1  -35.0  19.9  46.6  33.6  -13.7  15.3  54.1  30.6  -15.3  

 0.0  25.8  74.2  -74.2  33.3  50.0  16.7  16.7  34.5  51.7  13.8  20.7  25.0  57.1  17.9  7.1  

 6.9  21.5  71.5  -64.6  13.8  31.5  54.6  -40.8  20.8  43.2  36.0  -15.2  16.0  48.0  36.0  -20.0  

 5.9  21.8  72.3  -66.4  19.8  35.9  44.2  -24.4  21.3  49.3  29.4  -8.1  16.2  58.1  25.7  -9.5  

 

 

 

２．受注・販売動向について 【表１－２／単数回答】 

～マイナス幅は縮小するものの、来年１～３月期までマイナス圏で推移 

○ ４～６月期の受注・販売ＢＳＩは、ＢＳＩ値▲６４．１（「増加」７．１％、「減少」７

１．２％）と大幅なマイナス。先行きも７～９月期ＢＳＩ値▲２８．５、１０～１２月

期ＢＳＩ値▲１３．４、１～３月期ＢＳＩ値▲１５．０となり、マイナス圏で推移する

見込み。 

○ 規模別では、生産・売上高ＢＳＩと同様、資本金３億円超の大企業が７～９月期にプラ

スに転換するものの、資本金３億円以下の中小企業は１～３月期まで２桁のマイナスが

続く見込み。 

○ 業種別では、製造業、非製造業とも１～３月期までＢＳＩ値はマイナスを見込むが、製

造業は非製造業に比べ、回復が緩慢な見通し。 
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（参考）受注・販売ＢＳＩの推移（前期比） 

  
4 6  7 9  10 12  1 3  

   BSI    BSI    BSI    BSI 

 7.1  21.8  71.2  -64.1  18.4  34.7  46.9  -28.5  20.1  46.3  33.5  -13.4  15.3  54.4  30.3  -15.0  

 7.8  22.0  70.2  -62.5  16.9  33.6  49.5  -32.6  18.4  46.2  35.5  -17.1  14.7  53.8  31.4  -16.7  

 0.0  19.4  80.6  -80.6  33.3  46.7  20.0  13.3  37.9  48.3  13.8  24.1  21.4  60.7  17.9  3.6  

 8.5  20.2  71.3  -62.8  14.7  33.3  51.9  -37.2  18.5  41.9  39.5  -21.0  13.7  50.8  35.5  -21.8  

 6.2  22.7  71.1  -64.9  20.7  35.6  43.8  -23.1  21.1  49.0  29.9  -8.8  16.3  56.7  27.1  -10.8  

 

 

 

＜企業の声＞ 

・ 新型コロナウイルスの影響により、顧客らから賃料の値下げ要請をうけた。４～１０月

までの間、各顧客の状況にあわせて３ヶ月から６ヵ月の間テナント料を１０％減免する

こととなったため、減収見込み。（不動産管理業、資本金５０００万円超～３億円以下） 

・ 化粧品原料をメーカーに卸しているが、４～６月期の受注額は前年同期比５０％近く減

少。インバウンド客の減少と国内消費者の出控え、マスク着用による化粧品需要の減少

から、メーカーが減産していることが大きい。（化学製品等卸売業、資本金１０００万

円以下） 

・ 当社は各種イベントの広告、ポスターなどの印刷物の制作している。主要顧客である学

校が、入学式・卒業式やＯＰＥＮキャンパスを中止し、また文化祭など各種イベントの

実施も見合わせる可能性が高く、今年度内は売上が減少する見込み。（印刷業） 

・ 新型コロナウイルスの中国での流行が報道され始めた１月から、事業がほとんど進んで

いない。当社の製品は３～５年かけて進む長期建設事業で用いられる商材であるため、

現在の受注の減少、事業の遅延は今後数年にわたって事業運営に影響をもたらす可能性

がある。（ボルト・ナット等製造業、資本金１０００万円超～５０００万円以下） 

・ 芸能関係事業は新型コロナウイルス感染拡大の影響が大きく、４～６月の仕事は９０％

以上の減少。ほとんどの事業が延期、または中止になった。中止の場合はキャンセル料

が支払われるケースが多いが、新型コロナウイルスの影響で資金繰りが悪化しているの

は取引先も同じであるため、強く請求しにくい状態。延期の場合は中止と違ってキャン
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セル料が支払われないため、足元の資金繰りという点ではかえって厳しくなる。秋口か

ら少しずつ仕事が戻り始めると考えているが、以前の状態には戻らないと思う。（興行・

専門サービス業、資本金１０００万円以下） 

 

３．在庫見通しについて ※製造業、卸売業、小売業のみ 【表１－３／単数回答】 

～在庫過剰局面が続く 

○ ４～６月期の在庫は３割台半ば（３６．２％）の企業が「過剰」と回答する反面、「不

足」が７．４％に止まり、ＢＳＩ値は２８．８と在庫過剰の状況。先行き７～９月期Ｂ

ＳＩ値２１．８、１０～１２月期ＢＳＩ値１３．８、１～３月期ＢＳＩ値９．９と在庫

過剰局面が続く見通し。 

 

（参考）在庫ＢＳＩの推移（前期比） 

  
4 6  7 9  10 12  1 3  

   BSI    BSI    BSI    BSI 

 36.2  56.3  7.4  28.8  27.9  65.9  6.1  21.8  17.9  78.1  4.0  13.8  13.5  83.0  3.6  9.9  

 36.7  55.2  8.1  28.6  28.6  65.2  6.2  22.4  18.4  77.7  3.9  14.6  13.6  83.0  3.4  10.2  

 31.6  68.4  0.0  31.6  21.1  73.7  5.3  15.8  11.1  83.3  5.6  5.6  11.8  82.4  5.9  5.9  

 31.7  61.8  6.5  25.2  26.8  68.3  4.9  22.0  16.7  79.2  4.2  12.5  11.7  85.0  3.3  8.3  

 41.5  50.0  8.5  33.0  29.2  63.2  7.5  21.7  19.2  76.9  3.8  15.4  15.5  80.6  3.9  11.7  

 

 

 

４．在庫が過剰となる理由について 【表１－４／複数回答】 

～「取引先の休業・営業自粛等による販売機会の喪失」が６割強で最多 

（設問Ⅰ－３でいずれかの期間に在庫が「過剰」と回答した９４社を対象） 

○ いずれかの期間で在庫が「過剰」となる理由を尋ねたところ、「取引先の休業・営業自

粛等による販売機会の喪失」が６割強（６２．８％）で最多。以下、「取引先の今後の

生産・販売方針等が不明瞭」（３９．４％）、「取引先からの納品見合わせ要請」（３３．

０％）、「自社の休業・営業自粛等による販売機会の喪失」（３０．９％）、「対面営業制

限等による営業機会の喪失」（３０．９％）、「外出手控えによる顧客の減少」（３０．９％）

と続く。 
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- 7 - 

 

＜企業の声＞ 

■在庫過剰 

・現在は取引先の休業や取引先の今後の販売方針等の影響をうけ、在庫が過剰気味。材料を

仕入れ済みであったため生産調整ができなかった。（自動車・同付属品製造業、資本金１

０００万円超～５０００万円以下） 

・取引先が新型コロナウイルス感染症拡大の影響をうけて事業を停止しているため、売上・

受注が減少。出荷がストップしているため、在庫も過剰。（ボルト・ナット等製造業、資

本金１０００万円超～５０００万円以下） 

・４～６月期は対面営業の制限、取引先の休業・営業自粛による失注で、売上が減少し、在

庫過剰。当社の主要取引先は医療関係や理美容事業者であり、４～５月の外出自粛要請期

間には影響を大きく受けた。(医療用機械器具・医療用品製造業、資本金５０００万円超

～３億円以下)  

■在庫不足から過剰に 

・４～６月期は海外のサプライチェーン等が停滞したことで仕入れに支障が生じ、在庫が不

足した。現在はサプライチェーンが復旧したことで遅れていた商材が納品され始め、却っ

て在庫過剰となってきている。また、年度当初に在庫不足となったことで在庫を確保して

おこうとの意識が働き、多めにオーダーしたが、現状、その在庫がはけそうになく、在庫

過剰が続くのではないかと懸念している。（建築材料卸売業、資本金１０００万円以下） 

■在庫過剰から不足に 

・在庫状況は、４～５月の営業自粛によって足もと過剰であるが、今後は不足に転じる見込

み。海外子会社から仕入れているが、仕入れ担当者の国外出張がかなわず、品質確認や検

品ができていないため、仕入れがストップしている。（身の回り品卸売業、資本金１００

０万超～５０００万円以下） 

 

Ⅱ．設備投資について 

１．今年度の設備投資の実施予定 【表２－１／単数回答】 

～「実施予定」が４割弱。「実施予定だったが中止する」が約１割 

○ 今年度の設備投資の実施予定について尋ねたところ、「実施予定」とする企業が３８．

７％、「実施予定だったが中止する」企業は９．３％。「そもそも実施する予定はない」

が３社に１社（３３．１％）、「未定」も２割弱（１８．９％）。 

○ 規模別では、資本金３億円超の大企業で「実施予定」が８割を超える（８１．８％）の

に対し、資本金３億円以下の中小企業では「そもそも実施する予定はない」が３割台半

ば（３５．８％）で最多。「実施予定だったが中止する」は、資本金３億円超の大企業

では回答がなかったものの、資本金３億円以下の中小企業では約１割（１０．３％）。 

○ 業種別では、製造業で「実施予定」が半数（５０．０％）、非製造業では「そもそも実

施する予定がない」が４割弱（３８．８％）でそれぞれ最多。 

 

２．設備投資の目的 【表２－２／複数回答】 

～「設備の更新・代替」「設備の維持・補修」「生産性向上・省力化」が上位 

（設問Ⅱ－１で「①実施予定」と回答した１３７社を対象） 

○ 設備投資の目的は、「（老朽）設備の更新（または代替）」が５割超（５１．１％）で最

多。以下、「設備の維持・補修」（４３．１％）、「生産性向上・省力化」（４１．６％）、

「増産・販売力増強（国内向け）」（２９．９％）と続く。 
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○ 規模別では、「生産性向上・省力化」、「設備の維持・補修」、「（老朽）設備の更新（また

は代替）」の上位３項目は変わらないものの、資本金３億円超の大企業では、「ＩＴ投資・

情報化対応」（５１．９％、資本金３億円以下：２０．９％）、「研究開発・新分野進出」

（３７．０％、資本金３億円以下：９．１％）、「増産・販売力増強（海外向け）」（２２．

２％、資本金３億円以下：４．５％）など前向きな投資への動きも引き続き見られる。 

 

 

 

３．設備投資計画の修正について 【表２－３／単数回答】 

～「計画通り実施する」が６割台半ばで最多。減額修正が増額修正を上回る 

（設問Ⅱ－１で「①実施予定」と回答した１３７社を対象） 

○ 今年度の設備投資計画について、現時点での考えを尋ねたところ、「今年度当初の計画

通り実施する」が６割台半ば（６６．４％）、「今年度当初の計画を見直し、増額して実

施する」が約１割（１０．２％）、「今年度当初の計画を見直し、減額して実施する」が

２割弱（１８．２％）。 

○ 規模別では、資本金３億円超の大企業で「今年度当初の計画を見直し、減額して実施す

る」が２割超（２２．２％）と慎重な姿勢も伺える。 

 

４．設備投資計画を減額する理由について 【表２－４／複数回答】 

～「国内外の景気の先行き不透明感の高まり」が最多。「当面の資金確保」が続く 

（設問Ⅱ－３で「③今年度当初の計画を見直し、減額して実施」と回答した２５社を対象） 
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○ 設備投資計画を減額する理由については、「国内外の景気の先行き不透明感の高まり」

が６割台後半（６８．０％）で最多。以下、「当面の資金確保」（４４．０％）、「国内で

の自社商品・サービス需要の減少」（３２．０％）が続く。 

○ 規模別では、資本金３億円以下の中小企業で「当面の資金確保」（４７．４％）の割合

が高い。とりわけ、資本金１千万円以下では６割台半ば（６６．７％）が「当面の資金

確保」と回答。 

 

＜企業の声＞ 

■設備投資を中止する、または計画よりも減額して行う 

・新型コロナウイルスの感染拡大をうけて、当面の資金確保のため、計画していたＬＥＤへ

の切り替えを中止する。（印刷業、資本金１０００万円超～５０００万円以下） 

・計画ではものづくり補助金を用いて新規機械を導入する予定だったが、目下の仕事量や先

行きが不透明であることから中止、申請をとりやめた。（自動車・同附属品製造業、資本

金１０００万円超～５０００万円以下） 

・国内外の景気先行き不安のため、減額する予定。ただし、すでに建屋の建て替えは着工し

ているため、大きな減額はできない。また、緊急事態宣言によりリモートワークを実施し

たため、ＰＣの遠隔操作機器や電子印鑑、ＷＥＢカメラ等に対する投資が生じた。（ポン

プ・圧縮機器製造業、資本金３億円超） 

・年度当初は増産を目的に、機器の入れ替え・更新を行う設備投資を計画していたが、新型

コロナウイルスの影響を受け、手元資金確保のため中止。しばらくは積極的投資を見送り、

様子を見る。一方、テレワーク導入に伴い、従業員用ＰＣや携帯などは購入。これまでも

営業職にはＰＣや携帯電話等を支給していたが、今回、事務職にも支給した。（鉄鋼製品

卸売業、資本金１０００万円超～５０００万円以下） 

・現在、使用している製造設備は数十年使用しており、老朽化している。また、生産効率向

上のためにも、製造設備を更新する計画を立てていたが、売掛金も増加し、足元の資金繰

りが悪化してきているため中止することにした。（ボルト・ナット等製造業、資本金１０

００万超～５０００万円以下） 

・先行きが不透明な中で手元資金を確保するため、今年新設した研究所の稼働を来年度に延

期した。研究所に配属予定の研究員を６月から雇用したが、稼働の先送りを受けて、本社

勤務に変更した。（センサー機器製造販売業、資本金５０００万円超～３億円以下） 

 

■計画通り行う、または計画よりも増額して行う 

・新型コロナウイルス感染拡大と緊急事態宣言をうけて、感染防止のためのテレワーク、３

密回避のためのオフィススペースの拡張、非接触措置のための化粧室への人感センサー設

置を行った。テレワークについては、従業員用ＰＣ・携帯電話等ＯＡ機器の買い増し、オ

フィススペースの拡大についてはＷｉ－Ｆｉ環境設備の拡充を行ったことで、当初予定を

上回る投資となった。（化学製品卸売業、資本金１０００万円超～５０００万円以下） 

・在宅勤務実施に向けて従業員用ノートＰＣの買い増しやネット回線の増強等、積極的に実

施する予定。緊急事態宣言等をうけて、当社でも在宅勤務・時差出勤等を導入した。実際

に実施をしてみたことで「従業員の働き方を変えても、思っていたよりも仕事ができる」

という気付きが得られた。ＰＣやネット回線、ＯＡ機器の拡充といった環境整備のみなら

ず、これらの働き方を就業規則にも反映するため、専門家への相談等も検討している。（そ

の他の機械器具卸売業、資本金５０００万円超～３億円以下） 
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Ⅲ．雇用について 

１．従業員の過不足状況について 

（１）正社員の過不足状況について 【表３－１－１／単数回答】 

～足もと、過剰感が強まるものの、１～３月期には不足感が台頭 

○ 正社員の過不足状況を尋ねたところ、４～６月期の雇用ＢＳＩはＢＳＩ値１２．４と「過

剰」超過となった。先行き７～９月期はＢＳＩ値５．９とプラス幅が縮小するものの、

「過剰」超過が続き、１０～１２月には「過剰」（１３．８％）と「不足」（１３．５％）

が拮抗、１～３月期（ＢＳＩ値▲３．５）には「不足」超過となる見通し。 

○ 規模別では、資本金３億円以下の中小企業で１０～１２月期まで過剰超過局面が続くが、

１～３月期には「不足」超過となる見通し。一方、資本金３億円超の大企業はいずれの

期間も「不足」超過となり、先行き１～３月期に向けて人手不足感が強まる見込み。 

○ 業種別では、製造業で先行き１～３月期まで、プラス幅は縮小するものの、「過剰」超

過局面が続く見通し。一方、非製造業は１０～１２月期には「不足」超過となる見込み。 

 

（２）パート・アルバイトの過不足状況について 【表３－１－２／単数回答】 

～緩やかに過剰感は解消するものの、１～３月期まで「過剰」超過局面が続く 

○ パート・アルバイトの過不足状況は、４～６月期ＢＳＩ値１７．９、先行き７～９月期

ＢＳＩ値１３．１、１０～１２月期ＢＳＩ値７．１、１～３月期ＢＳＩ値２．７と「過

剰」超過局面が続く見通し。 

○ 規模別では、資本金３億円以下の中小企業で先行き１～３月期まで「過剰」超過局面が

続く。資本金３億円超の大企業は４～６月期は「過剰」超過となったが、７～９月期に

「適正」水準、１～３月期に「不足」超過となる見込み。 

 

（参考）雇用ＢＳＩの推移 

・正社員 

  
4 6  7 9  10 12  1 3  

   BSI    BSI    BSI    BSI 

 24.9  62.7  12.4  12.4  19.0  68.0  13.0  5.9  13.8  72.6  13.5  0.3  12.5  71.6  15.9  -3.5  

 26.5  61.1  12.5  14.0  20.0  67.2  12.8  7.2  14.6  72.1  13.3  1.3  13.1  71.3  15.6  -2.5  

 9.1  78.8  12.1  -3.0  9.1  75.8  15.2  -6.1  6.3  78.1  15.6  -9.4  6.5  74.2  19.4  -12.9  

 26.2  66.2  7.7  18.5  20.9  68.2  10.9  10.1  18.1  72.4  9.4  8.7  15.7  71.7  12.6  3.1  

 24.1  60.7  15.2  8.9  17.9  67.9  14.3  3.6  11.4  72.7  15.9  -4.5  10.6  71.6  17.9  -7.3  

 

・パート・アルバイト 

  
4 6  7 9  10 12  1 3  

   BSI    BSI    BSI    BSI 

 23.6  70.7  5.7  17.9  20.1  72.9  7.0  13.1  14.7  77.8  7.6  7.1  12.1  78.6  9.4  2.7  

 24.5  69.7  5.8  18.8  21.2  72.1  6.7  14.4  15.6  76.6  7.8  7.8  12.7  77.9  9.3  3.4  

 14.3  81.0  4.8  9.5  9.5  81.0  9.5  0.0  5.0  90.0  5.0  0.0  5.0  85.0  10.0  -5.0  

 21.1  74.4  4.4  16.7  20.0  74.4  5.6  14.4  15.9  77.3  6.8  9.1  10.2  80.7  9.1  1.1  

 25.2  68.3  6.5  18.7  20.1  71.9  7.9  12.2  13.9  78.1  8.0  5.8  13.2  77.2  9.6  3.7  
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２．過剰な職種と判断理由、具体的な対応策について 

（設問Ⅲ－１でいずれかの期間、従業員が「過剰」と回答した１１９社を対象） 

（１）過剰な職種について 【表３－２－１／複数回答】 

～「事務職」「生産工程職」「販売・営業職」が過剰 

○ 過剰な職種は、「事務職」（３７．８％）、「生産工程職」（３１．１％）、「販売・営業職」

（２９．４％）が続く。 

○ 業種別では、製造業で６割超（６１．２％）が「生産工程職」、非製造業で「事務職」（４

１．４％）、「販売・営業職」（４０．０％）の割合が高い。 

 

（２）過剰と判断した理由 【表３－２－２／複数回答】 

～「売上減少に伴う経営状態の悪化」が６割超 

○ 従業員を「過剰」と判断した理由を尋ねたところ、６割超（６１．３％）が「売上減少

に伴う経営状態の悪化」を挙げ、以下、「自社製品・サービスの需要減少」（３２．８％）、

「景気の先行き不透明感」（２８．６％）、「工場の操業停止・減産」（２６．９％）と続

く。 

○ 規模別では、資本金１千万円以下で、７割超（７１．４％）が「売上減少に伴う経営状

態の悪化」と回答し、最多。 

 

（３）具体的な対応策 【表３－２－３／複数回答】 

～「従業員への休業要請」が最多。「正社員の採用抑制・停止」「給与・賞与の削減」が続く 

○ 従業員を「過剰」と判断した企業に具体的な対応策を尋ねたところ、「従業員への休業

要請」が４割超（４１．２％）で最多。以下、「正社員の採用抑制・停止」（２６．９％）、

「給与・賞与の削減」（２５．２％）と続く。「特に対策はとらない」（２４．４％）も

４社に１社。 

○ 業種別では、製造業で「給与・賞与の削減」（３２．７％、非製造業：２０．０％）、「非

正規の従業員の勤務日・勤務時間の調整・削減」（２６．５％、非製造業：１４．３％）

の割合が高く、非製造業では、「非正規の従業員の採用抑制・停止」（２５．７％、製造

業１４．３％）の割合が高い。 

 

＜企業の声＞ 

■従業員が過剰 

・ 新型コロナウイルス感染症拡大等による働き方の変化の影響をうけて今回は従業員を在

宅勤務にする等対策をとった(事実上、自宅待機)が、その過程で、事務職等については、
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減らしても業務に差支えがないことが明らかになり、過剰と判断している。（ガラス製容

器等卸売業、資本金１０００万円超～５０００万円以下） 

・ ソフトウェア開発のための技術者派遣を行っており、ニーズのある企業に社員を派遣し

常駐させている。新型コロナウイルス感染症拡大および緊急事態宣言後の対応は各取引

先の方針に従うことになるため、派遣先企業の休業やテレワークへの切り替え、開発事

業の延期等により、自社の社員の行き場がなくなり、人手が過剰となっている。（ソフト

ウェア業、資本金１０００万円超～５０００万円以下） 

・ 休業状態にあるため、現状は過剰。３月から今年の９月まで雇用調整助成金を利用する

予定である。希望的観測だが、秋口からイベント等を再開できるようであれば、人員は

適正に戻る見込み。（イベント制作、舞台製作等サービス業、資本金１０００万円以下） 

・ 売上減少により、過剰となっているが、リストラ等を行う予定はない。今後定年を迎え

る人員の非正規への置き換え等は行う予定。（身の回り品卸売業、資本金１０００万円超

～５０００万円以下） 

・ 展示会が全くなくなったこともあり、不採算部門を閉鎖する予定。それに伴い、１０～

１２月頃一時的に人手が過剰となる。その後正社員のリストラを予定しており、リスト

ラが完了すれば再び適正な状態に戻る。該当社員には現時点で通告済み。当該部署はも

とより厳しい状態であったが、新型コロナウイルス感染症の蔓延によって活動自体がで

きなくなったことで閉鎖が決定した。（繊維品卸売業、資本金１０００万円超～５０００

万円以下） 

 

■従業員が不足 

・ 売上や業務は減るが、引き続き人員は不足見込み。６月から営業を再開しおり、これま

での業務のみならず、今後は取引先に対して新規の提案もしていきたいと考えているた

め、営業人材は引き続き募集していく予定。（印刷業、資本金１０００万円超～５０００

万円以下） 

・ 緊急事態宣言のあった５月には雇用調整助成金を利用して一部従業員を休業させたが、

基本的には不足している状態。採用は引き続き行う。（一般乗用旅客自動車運送業、資本

金１０００万円超～５０００万円以下） 

 

３．来年度（２０２１年度）の正社員の採用計画について 

（１）新卒採用について 【表３－３－１／単数回答】 

○ 「採用予定なし」が４割台半ば（４４．６％）で最多。「今年度と同数程度」（２２．６％）、

「未定」（２０．１％）と続く。 

○ 規模別では、資本金３億円以下の中小企業では、「採用予定なし」が５割弱（４８．９％）

で最多。以下、「未定」（２０．９％）、「今年度と同数程度」（１９．０％）が続く。他

方、資本金３億円超の大企業では、「今年度と同数程度」が５割台後半（５７．６％）

で最多、以下、「今年度よりも減少」（１５．２％）が続く。 
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（２）中途採用について 【表３－３－２／単数回答】 

○ 「未定」が３割台半ば（３４．２％）で最多。以下、「採用予定なし」（２８．８％）、「今

年度と同数程度」（２２．９％）が続く。 

○ 規模別では、資本金３億円以下の中小企業で「未定」（３３．３％）、「採用予定なし」（３

１．５％）、「今年度と同数程度」（２０．９％）と続く。他方、資本金３億円超の大企

業では、「今年度と同数程度」（４２．４％）と「未定」（４２．４％）が拮抗。 

 

 
 

 

以 上 

 

 

＜添付資料＞ 

・「企業の事業活動実態に関する緊急調査」結果集計表  ＜資料１＞ 

 

 


